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シ ャ ー ロ キ ア ン の 戯 言

成 田 圭 市

シャ イ ロキアンにあらず

日本 ジ ャ -

ロ ッ ク ･ ホ - ム ズ ･ ク ラ ブ ( J S H C ) の 会員 であると人に告げ

ると, まず大方 の反応は , ｢ 何 を物好きな｣ と苦笑ない し噺発するか , さもな

ければ, そん な - ん て こな集 蜜りが こ の世 に本当に 存在 しえるの か と隆訴がる

か の い ずれか であろうo あ る い は , ホ - ム ズ の ト v - ド ･ マ - ク と してす っ か

り定着して しま っ た パ イ プとイ ン ヴ ァ ネ ス ･ コ ー ト と鹿打帽を連想して , こ の

3 種 の 神祭を身 に 付けて い ない私 を不審に 眺め る人もい るかも奈汀れない . あ る

時な ど, ｢ それ で は あなた ほ シ ャ イ p キ ア ン な の で すね｣ と真顔 で 言わ れた こ

とさえある ｡ 確か に , シ ヤ - ロ キ 7
1
ソ と名乗りながら, 我 らが名探偵をだ しに

専 ら利潤追求活動･K う つ つ を 抜かすや か らもなき乾 しもあ らずなの で , ｢ シ
′

ヤ

イ p キ ア ン｣ と ほ 言 い 得 て 妙と感心も寒 心も して しま っ た o が, J S H C の 名

誉 の ため に付け加えるな らば,
一
1 97 8 年発足以来全国に 会員千教官名を擁する に

至 っ た こ の 団体 の金 員の ほ と ん どは , シ ャ
ー
ロ ッ ク ･ ホ - ム ズ , そ して彼の 登

場 する､事件簿, を こ よ- なく愛する賞聾な シ ヤ
ー ロ キ ア ン の 紳士淑女で ある ( と

私ほ思 っ て い る) ｡

つ い で なが ら, ホ
- ム ズ の 名誉の た め に付け加えれば, 世間

一 般の 患 い こ み

とは裏腹に , 彼は 四 六時中イ ン ヴ ァ ネ ス と鹿打将紅身を包み パ イプをくわえて

い た わけで は な い ｡ lコ ソ ド ン 市内 で ほ まずそん な 格好 では 出歩かな か っ･た し,

パ イ プ以外に紙巻き煙草や葉巻も大い に愛用 して いた の である ｡ さらをこ私 の 名

替 の た め に 付け加えれば,､ 日常生活 では 吟 っ た に費用. しな いも の
の , シ ヤ

-
P

キ ア ン を自認する以上は イ ン ヴ ァ ネ ス も 鹿打暗も パ イ プも 勿論所有して い る
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し, か つ , 時折身に付けてをま殊に入 ら･ た･り･ して い る?
･

･ の
/

& ならず, 蘇 - ム ズが

ト テ ナ ム ･ コ - トの 質農で格安で手 に 入れたと自慢した ス トラデ ィ ヴ ァ l) ウ ス

の コ ピ - を お茶 の 水の 質屋 で入手 して , 残念な が ら物 に は な らな か っ た が
.
･ 単

年ほ どほ ヴ ァイオ .) ン の レ .; ス ン 紅明け暮れた ことさえある ｡ ふだん の生活狂

お い て , 散らか り放題の 部屋で 日がな
一

日人生の 退屈を嘆 い て 怠惰WL _ 過 ごす こ

と の 多か っ た ホ
- ム ズ の響に 十分 紅倣 っ て い る点で も' ツ ヤ ∵ P キ ア ン と< し て

人後紅落ちない と白魚して い る の で あるo

六 日 の 勝 貨

シ ャ イ p キ ア ン で思 い 出した が , ホ
- ム ズ の誕生日 と し て

一

応 の 定説 ( ただ

し異論も多い) とな っ て い る1 85 4 年 1 月 6 日と い う日付も, シ ェ イ ク ス ピ ア の

作品に い ささかながら関連して い る｡

長編 4 窮, 短編5 6蔚 の 全6 0 蘇 に 及ぶ ホ - ム ズ 冒険談 のほ と ん どは , 医学博 士

ジ ョ ン ･ H ･ ワ ト ス ン が記録 した 体裁をと っ′て い るが , こ の先生, 記録を出版

する に当た っ て , 番田か い 日付だの 事件とは 余り関係の ない些末事だの の 細部 に

は とん と注意を払 っ て くれ速か っ た の が実状で あ るo それがた め に , - 慢 紀以

上も時空間を隔てた今日で さえ, シ ャ - P キ ア ン の 間をこ汲め ども尽きぬ論争の

種を擾供して くれて い るわ けで ある ｡

そ んなわ汁 で, ホ
- ム ズ生誕とい う記念す べ き日時も, . 当 然 の ことなが ら正

輿 ( ツ ヤ ー
p キ ア ン にと っ て , ホ

- ム ズが活躍す る事件簿ほ聖な る書物なの で

ある｡ 英語 で は
"

th e C a n o n
"

で あ る ｡
一 方, ワ ト ス ン 博士 の筆に よるもの か

香か疑わ しい 作品が ア.
ポ ク 1) フ ァ と 呼ばれて い る の も 貰う普 でもなしこ｡ ただ

し, そ の 区別は 明確 でほ ない ｡ ) の ど こ をひ っ-く り返 した と ころ で何の 記述も

見当た らない ｡ それで も, 正典を丹念に 調べ てみれば , ｢最後の 挨拶｣ と題 さ

れた事件簿v- は1 91 4 年に6 0 才であ ると いう記載があるの で , 1 8 54 年と い う生年

ほ まず間違い な さそうや あるノ( 私 の 生年の ち ょ う ど有年前と い う個人的な理 由
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か らも, 私は こ の 説を採りた い) 0

で は , 1 月 6 日とする根拠は 何か と言えば, 取拠 と言うの もお こ がま し い の

だが, ホ - ム ズが シ ェ イ ク ス ピ ア の 『十 二 夜』 か ら二度も引用 して い ると い う

だ吟の こと で ある｡ シ
′

ェ イ ク ス ピ ア 出典と思われ る富貴をホ ー ム ズ は時折 口 紅

して い るも の の , ニ 度も引用 して い る のが 『十 二 夜』' だけなの は , き っ と自分

の 誕生 日紅 関係 した作品なの で愛着があ るの だろうとい うわけである ｡ も っ と

ち , 愛着を持 っ て い るくせ に正確 に 引用 で きな い と は情けない話で あるけれ ど

ち (｢ 空き家の 冒険｣ で は
``

J o u r n e y s e n d in l o v e r s
タ

m e e ti n g s
n

だ し, ｢ 赤 い

簡｣ 事件 で ほ
``

J o u r n e y s e n d wi t h l o v e r
'

s m e e ti n g s
''

) 0

こ んな薄弱きわ まりない拠 りどこ ろか ら出た説とほ 言え, 斯界 の権威の 一

人

で ある W ･ S ･ ペ ア
1) ソ ダ ニ グ - ル ド の著した ホ ー ム ズ の伝記 ( /j ､ 林司 ･ 東山

あかね訳 『 シ ヤ - ロ ッ ク ･ ホ - ム ズ - ガ ス 燈 に浮かぶそ の生涯』 河出文庫) ち

これを掩襲 して お り , ｢ 早 い者勝ち｣ をその 支配原理とす る ジ ャ ー
P キ ア ン の

世界 で ほ , 今更こ の 日付に異議を唱えて み たと こ ろで, 十 日 の 発とな っ て散る

の が落ち であろうo ち なみ に , こ の 説を最初 紅擾喝 した フ ェ t} t

y ク ス ･ を - 1)

- と い う人自身の 誕生日も同 じく 1 月 6 日だ っ た そうで , モ - リ - さ ん に して

みれば, 尊敬して や まな い 名探偵と同 じ日 に 生まれた とい う偶然を発見 して大

害び した 配 達 い な い o

そもそも シ ヤ
-
ロ コ P ジ - ( シ ヤ - P t; ク 学) で は , 正典を唯 一 か つ 絶対的

権威とみ なすの が正統である か ら, ど んな珍妙な説 であろ うと, 正典との整合

性を錬ち正典内に その 反証が見 いだされぬ限りは
一

定 の 説と して成立する ｡ 早

い 毒力ミ, 正典 の ど こ に も ホ - ム ズ の 誕生日が 1 月 6 日 で な い ことを示す記述が

ない 以上, 1 月 6 日が誕生日で 一

向 に構わない わけで , 後はその 坂説を正典の

記述に よ っ て 補強して行くだ狩 であ る. 例えば, ホ -

ム ズ白身が記述した形 に

な っ て い る ｢ 白面 の兵士｣ と い う事件簿は , ｢1 90 3 年1
,

月｣ ｢月曜｣ ｢ 冴えた 半

月 の夜｣ と い う記述か ら1 9 0 3 年1 月 5 日が発端であ る ことが研究者訂こ より突き

止 め られて い るが , そ の 二 日後 つ まり 1 月 7 日 の 記録に ホ ー ム ズ ほ , ｢ ワ ト ス
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ソ は私を置き去りに練磨 して い た … 私は
一

人ぼ っ ちだ っ た の である ｡ ｣ _ と珍
L

くも女 々 しい ほ どの 弱音を吐い て い るo こ れなども, 前 日 の 自分 の 誕生日を誰

か らも祝われなか っ た寂し さが つ い 出しま っ た も の と解釈出来ない 事もな い o

も っ とも, ホ - ム ズが誕生 日などとい う些未事紅 拘泥する ような人間だ っ た

か香かは議論の 分かれると こ ろであ るが , 1 月 6 日説 の旗手り
一

人 N ･ L ･ ベ

ン ジ ス ほ , 『恐怖 の谷』 事件の 冒頭 , 1 8 8 8 年 1 月 7 日 の ベ イ カ - 街 で の 朝食の

場面を引い て , ホ - ム ズが ｢ 朝食 に 芋も付けずをこ頬杖を つ い て い た｣ の は , . そ

の前夜解 された に 違い ない 誕生祝い で の 飲み過ぎが崇 っ て 二 日酔 い で食欲がな

か っ た た め だ し, ホ ー ム ズ が ワ ト ス ソ 紅 つ っ け ん どん な態度をと っ た の ほ , ワ

ト ス ソ が毎年恒例 の ′羊 - ス デ ィ ･ プ レ ゼ ソ トを忘れて し蜜 っ て い た か らだと解

説 して い る ｡

信 じぬ者は報われぬ

上で述べた よう に , 正典を絶対的権威と見なす の が正統 で あると私は常 々 考

えて い る のだが, シ ャ
-
p キ ア ン の 中に は , 不遜 に も正典の 内容その もの に疑

義をさ し挟む 困 っ た人た ちもい る｡ 例えば, 有名な ｢ まだらの 紐｣ 事件で は ,

ロ イ ロ ッ ト博士が財産目当て 亭こ義理 の娘を調教 した毒蛇で殺 した こ とをこ な っ て

い る? こ れをこ つ い て , 蛇が噛ん だ傷跡や体内の 毒を検死官が 発見 で きなか っ た

の はお か し い , 蛇を鉄製金庫内で 飼育すれば窒息死するはず, 牛乳 で 蛇を調練

す る事など不可能 , r3 筋 で蛇を呼び戻 した とあるが蛇をこ ぼ音な ど聞こえほ しな

い , な どなどの難癖を つ け て , ホ
- ム ズ の推理が間違 っ て い た と い う主張を し

た の は 中川終点持氏で ある (『ホ
- ム ズ は 女だ､ つ た 遥 早川書欝) o こ

の事 の こ ま し

ゃ くれた議論 に対 し では , ヴ ィ ク ト 1) ア 朝の 性 の 抑圧を背景と した ワ ト ス ソ 博

士 一 淀 の ア レ ゴ 1) - な の だと応 じるよ りは , そう いう蛇が いた の だ, 異端者め

正輿を 冒漬する の か , と ナ イ ー ブ に反論する方がは るか 匠気が利い て い る o

今 一 つ , 正典 の 記述 に疑 い の ･日 を向けた シ ヤ - P キ ア ン が どう い う 馴 こあう
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かを端的紅示す ェ ピ ソ - ド を紹介 しよう｡ 正典 の 中で も 特に 有名な ｢ 赤宴組

合｣ は , とある質屋とそ の衆隣に 位置する銀行との 間をこ揺 られた地下 ト ン ネ 〟

を ホ - ム ズ が発見し て 盗難を未然に 防ぐとい うもの だ っ た ｡ 貿直 の店 員をこなり

すま した犯人の
一

人 の ズ ボ ン の膝を観察し, 舗道をス テ ッ キ で呼 い て地下 ト ン

ネ ル の方向を確か めた上 で , 質屋 の地下室か ら銀行紅 向か っ て 地下 に ト ン ネ ル

が掘 られ て い る紅違 い ない とホ
- ム ズ は推理 した の で ある｡

こ の推理をどう取 るか ｡ 私な ど, ホ ー ム ズ に ｢ あ の とき ス テ ッ キ で舗石の う

えを突い た の で , 変な ことをす ると思 っ た ろうが , あれ は ね ト ン ネ ル が果た

し て 家 の 前 の 方 - 掘う進め られ て い るか どうか , それを確か めた んだ よ｡ ｣ と

種 明か しされただけで , ワ ト ス ソ 博士 よろ しくそうだ っ た の か と感心 して し慧

う｡ シ
･

ヤ
- ロ キ ア ン た る老 , 無謬性の権化ともい うべ きホ - ム ズ の 発言ほ , す

べ て 普遍 の真理と して 恭しく傾聴すべ きなの で ある ｡

と こ ろが , 大学 で 土木を学んだ横浜の シ ャ
-

P キ ア ン 田中賓芳氏は , 果 た し

て ス テ ア キ で 叩 い ただけで地下 ト ン ネ ル の 有無やその方向まで わ かるもの か と

の 廉念が高 じて , 当時 の舗装技術を 研究 した上で つ い に は 自宅の 庭先紅 ホ - A

ズ が叩 い た の と 同様 の ト ン ネ ル を実際に作 り, 自 らス テ ッ キ で地面を叩い て み

た そうで ある｡

案 に 反 して と い う ペ きか , 当然 と い う べ き か, ト ン ネ ル の有無をこ問わ らず,

ス テ ッ キ の た て る音は全く同 じもの であ っ た ｡ し か し, 田中氏, 然 々 と ト ン ネ

ル を掘りながら, 思うと こ ろあ っ て改心 した の で あろう, ホ ー ム ズ の推理はで

た らめだな どと 暴言を吐かなか っ た と こ ろが 立派 で ある｡ 結論付けて 日く ,

｢ ホ - ム ズ は人並は ずれて就 い聴覚の 持ち主だ っ た に違い ない ｣ .

正 典 と は 何 だ

と ころで , 発 ほ どか ら絶対的権威と して 何度も引き合い 紅 出 して い る ｢ 正

典｣ の範囲が実ほ 明確で ほ なく, 何を 正典と認め るか転関 して 必ず しも シ ャ -
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r 2 キ ア ン の 間で共通 した 了解があ るわけで は ない 点も緒摘して お こう｡

一 般的 に は , コ ナ ン ･ ド イ ル を 出版代理人と して 9 珊 の単行本 の形で 出版 さ

れた長編 4 蘇 , 短編5 6 縮 か らなる全6 0 窮 の ホ
- ム ズ冒険談を正興と見 るの が常

識的な解釈であ ろう｡ しか し, A S h e r l o c k H ol m e s C o m m e n t a ry の 著者 D

･ M ･ デ イ キ ン な ど は , 特 に 後期 の短編の幾 つ かはその 内容 ･ 文体か ら見て 正

典とは 認め難い と厳 しい 意見を述 べ て い るo 一

例だけ挙げると , ｢ 三破風館｣

で は , ホ
- ム ズカミ黒人の ス テ イ

- ブ ･ デ ィ キ シ - VL 対 し差別的な言動を行 っ て

い る ことが デイ キ ン の お気 に召 さない らしく , 紳士 た る ホ - ム ズ が人魂的特徴

をあ咋つ ら っ て 他人をあざけ っ た りするはずがない と い う理由 ( 他 に も細か な

理 由が挙げられて は い る) で , こ の･作品 の 正典性に 疑い の 目を向けて い る . ち

れなど, 現代 の 我 々 の姶:艶観や行動規範に基 づい て 当時 の人 々 を 判断する の が

そもそもの 間違い なの で あ っ て , ヴ ィ ク ト リ ア 朝 に生きた ホ
- ム ズ であるが故

に非 白人に対する偏見 か らほ逃れ ようが な か っ た と い う の が真布だ ろうo

飽方では , こ う した赦格な立場とは遭 に , ホ - ム ズ の 活躍を記録して あるも

の なら全て 正典と認め る と い う極端な立場 があ っ て もお か しくないほ ずだ し,

私 は どち らかと言えば こ の 考え方に近 い の だ が' どう い うわ けか コ ナ ン ･ ドイ

ル と い う出版代理人の 名前が冠されたも の だ叶をア ブ 1) オ 1) 乾 正典と認め ると

い う シ ヤ
ー

ロ キ ア ン が 圧倒的に 多い ｡

1 8 8 7 年 に 記念すべ き最初 の 事件簿 (F 緋色 の研究遥) が発表 されて 以来, 出版

代理人た る コ ナ ン ･ ド イ ル の 名を冠 した 60 顧以外に も, ワ ト ス ソ 博 士 の ｢未発

表廉葡｣ は続 々 と発掘され続けて い る の が現状で あり, - イ ド 1) ア ン ･ ドイ ル

( コ ナ ン ･ ドイ ル の息子) とデ ィ ク ス ン ･ カ - が共闘で発表 した 『ジ ャ -

ロ ッ

ク ･ ホ - ム ズ の功歳』 や 3 1 ラ 1) - ･ ク イ - ソ の 『恐怖の 研究品 新 し い と こ ろ

で ほ ニ コ ラ ス ･ メ イ ヤ -

の 『シ ャ
ー

ロ ッ ク ･ ホ - ふ ズ氏 の素敵な冒険』 な ど,

い ずれもホ - ム ズ の 多岐に わた る活動の 跡を辿 る貴重な
一 次資料である o

に も か か わ らず , 前述 の ベ ア リ ン グ - グ
- ル ド の伝記, ジ ャ ッ ク

･ ト レ - シ

- が 著 した 『 エ ン サ イ ク ロ ペ デ ィ ア ･ ジ ャ
-

ロ キ ア -

ナ 』, S ･ R ･ ビ 品 ラ -
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ド と M ･ L ･ コ 1) ン ズ が 編集 した W h o
'

s W h o i n S h e rl o c k H ol m e s , と い

っ た シ ャ -

ロ キ ア ン の基本参考図書 の どの ぺ - ジ を抄 もとい て も, こ う した新

発見の事件簿 は 一

言も言及 されて い な い 有り棟 である ｡ また , ホ - ム ズが関わ

っ た 事件を年代順 に並 べ て ホ ー ム ズ年代記を作成する仕事も シ ヤ -
P キ ア ン の

重要 な研究課題の
- -

? で , 欧米で ほ著名なものだけでも既 に 5 冊捻 ど出版 され

て い る し, 昨年夏ぎこ準備された第 3 回J S H C 軽井沢 セ ミ ナ
ー で も, 進 士儀

一

韓が長年の研究成果を披露 したが, どの 年代記を当た っ て も対象とされて い る

の は前述の6 0 編 だけ で , それ以外の事件ほ理 由もなく等閑に 付されて し怒 っ て

い る ようだ ｡

ヴ ィ ク ト 1) ア朝練期の ロ ン ド ン に活動 した シ ヤ -
ロ ッ ク ･ ホ - ム ズ であるか

らをこ ぼ , ｢ 切 り裂きジ ャ ッ ク｣ 事件 に際して は 当然ス コ ッ ト ラ ン ド ･ ヤ - ドか

ら応援を求め られた亭こ違 い な い し ( エ ラ 1) -
･ ク イ - ン 『恐怖の研究』, ニ コ ラ

ス ･ メ イ ヤ ー 『ウ ェ ス ト ･ エ ン ド の恐怖』) , 大英博物館 で は 滞英中の カ
ー ル ･

マ ル ク ス とも出会 っ た で あろう ( ア レ ク シ ス ･ ル カ ー ユ 『 シ ャ ー ロ ッ ク ･ ホ ー

ム ズ を 訪れ た カ ー ル ･ マ ル ク ス 』) ｡ 怪人 フ
ー

･ マ ン チ
エ ウ と の対決 ( ケ イ

･ ヴ

ァ･ ソ ･ ア ッ シ ュ T @ n Y e a r s B ey o n d B a k e r S i r e e i) , 奇術 の 名手 フ - デ ィ ニ

と の 出会い ( D ･ ス タ シ ャ ワ
- 『 ロ ン ド ン の超能力男』) , さ らに は ジ キ ル 博士

や ド ラキ ュ ラ 伯爵との対決 ( L ･ D J エ ス ル マ ン D r . J eky ll A 弗d M r . H ol -

m e s
,
S h e r l o c k H ol m e s V s . D r a c u l a) な ども, ホ - ム ズ の多彩な活動を 示

す締高と して 見落とせな い ｡ 像紀末 の ウ ィ ー ン で フ ロ イ tl 博 士 か ら麻薬中毒の

治療を 受けた と い う驚く べ き事実 ( ニ コ ラ ス ･ メ イ ヤ - 『 シ ヤ
-

ロ ッ ク
･ ホ -

ム ズ氏 の 素敵な冒険』) ち, 近年に な っ て ようやく明 らか に された ばか り であ

る o 探偵嫌 い で有名だ っ た淑石も ロ ン ド ン に 傑学 した 折 りに は ホ - ム ズ の 助け

を著わ ぎるを得なか っ ただ ろうし ( 山田風太郎 ｢ 黄色い 下 宿人｣ , 島 田笹司『淑

石と倫敦 ミイ ラ殺人事件』) , 晩年には バ ー ト ラ ン ド ･ ラ ヴ セ ) i, か らの 依療で ケ

ン ブ 1) ッ ジ に 出向き, ヴ ィ ト ゲ ソ シ ュ タ イ ソ が巻き込 まれた事件を解明する過

程 で , ケ イ ン ズ , ヴ 7 - ジ ニ ア ･ ウ ル フ ,
1) ソ ト ン ･ ス ト レ イ チ - た ち とも出
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会 っ た の であ っ た ( ラ ン ド ∴ ル
■
･
T
3 リ ン ズ T h e C a s e of ik e P h il o s ob h e r s

'

R i n g ) .

こ の ような 同時代の著名人た ちノと の 関わ り はノ凌だまだ いく らでち. 挙げられ

る｡ 問題は; ･ 何故 これ らの新た に発掘された 一 次資料が正典と認め られない の

かとい う. 点 で ある ｡ 内容が荒唐無椿だと か , 語 り 口 が ワ > ス ソ 博士 らしくない

セカ; , 単なる印象批評の 域を出ない理屈な ど,･ 何 の敬拠にもなるま い o い や し

くも
■ジ ャ -

r
= キ ア ン を名乗るか ら紅 は , 内容v L 関 し て の精敵な調査と科学的な

文体分析を経た上 で正典か どうか の 判断が下され る べ きな の であ る｡

また , ｢ そ んな こと言 っ た っ て , コ ナ ン ･ ドイ ル が 書いた も の では ない じ ゃ
r

な い か｣ と安易VL 貫 い 蛮る似非 シ ャ - P キ ア ン を僻事 にす る つ もりも 毛頭無

い ｡′
コ ナ ン ･ ド イ ル の存在を認め るか香か ･と い うそもそも の 出発点が異な る以

上, 同じ土俵で議論する ことな ど到底不可能だか らで ある ｡ 私 に言わ せれば,

C a n o n と C o n a n と い う ア ナ グ ラ ム関係以外正 典と は 一 切無関係の コ ナ ン ･ ド

イ ル を引合い に 出すようなやか らほ; コ ナ ニ ア ン ない し ドイ 1) ア ン と蔑ん で呼

ばれるペ き で , か ような コ ナ エ ア ソ
- ドイ 1) ア ン た ちは 静かをこ 心霊世界 でも研

究 して い れば良い の であ る｡

つ 蔑 ると ころ , 正典で はない ことを示す決定的な論証がなされて い ない 事件

簿ほ す べ て 正典と認 め る, と い う の が シ ャ - P キ ア ン と し て 唯
一

妥当な態度 で

は なか ろうか ｡ 新 た 紅発掘 された ワ ト ス ン博士 の未 発表原稿と して 上をこ挙げた

作 品の いずれも, こ れ 普 で の と こ ろ有効な反証が擬示されて い な い以上, さ し

あた り て は正典と し て認め る の が筋で あろう｡ 従 っ て , 事典額の基本参考図書

紘 , それ らの研究成果を取わ入れて大巾に 改訂されなければなる ま い し, ホ ー

ム ズ の 伝記も潜当の 増補が必要 で ある こ と は確 か で あるo _
'

60 厨だけを対象と し

ても,
】れば事足

′り るとする偏狭な伝統とは き っ ばり線を切 っ て , 今 こそ新た なる

シ ヤ
- ロ コ P ジ - の 地平を切り開くべ き時なの だ, L. と こ の 際思し

1 切 っ て宣言し

て しまお う｡
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終 わ り に

79

こ こ ま で読ん で , シ ャ -

ロ キ ア
.

/ と は 他愛もな い 事柄軒こう つ つ を抜かすだけ

の何と も畷な物好きである こと よと の認識を持 っ た方, どうぞその ま ま御自分

の大切 な人生を全う して 下さ い o シ ャ - ロ キ ア ソ とは ま さ に そ の 通りの人種な

の であ っ て , そうで ない と した ら, わ ぎわ ざ募金を募 っ て 信壊追分 ( 正典郵駅

で知 られる延原諌ゆ か り の地) に シ ャ - ロ ッ ク ･

J ホ
- ム ズ の ブ ロ ン ズ等身像を

建立 した事実を 一

体 どう説明すれば良い のだ ろうか o

〆

世 の 中 に は , なだ らか な 丘陵の広がる 英国田園風景 に 心引力去れ る人もいれ

ば, ワ ト ス ン は何回結解 した かだ の ホ
ー ム ズ の 出身大学ほオ ッ ク ス フ ォ

ー ドか

ケ ン ブ 1) ア ジ かだ の と, 絶 とん ど何の 役に も立た ない た わ ごと の慢界電こ心をな

ご 濠せ る人もい るとい うだけ の ことo とほ 言うもの の , 轟 に も秦に も決 して な

りえない 駄文を書き終えて , 果た し て 無用の 用とい う冨賓を世間の人 々 は シ ヤ

-
p キ ア ン の 世界 に も 適用 して くれるだ ろうか と あ らた め て 自問して い る 次

第 ｡ まあ, ホ - ム ズも常 々 ｢ つ まらない こと, さ さ い な こと こ そ実は最も重要

なことなの だ｣ と言 っ て い た ことだ し, 今後も これを座右 の銘をこ重箱 の 隅 馴慧

じくる ような研究紅 助んで行く つ もりであ るo




